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Abstract 
Training students in the measurement of environmental radioactivity was introduced into the fifth-year 

curriculum at Yatsushiro National College of Technology. Students were taught about environmental 
radioactivity and examples of research in the area of environmental radioactivity, as well as the principles 
and use of a scintillation survey meter, were given. Measurements were conducted at ten locations on 
campus. The average environmental radioactivity (the cause of background noise) at each location ranged 
from 0.05 to 0.09 μSv/h over an eight-year period (2001-2008), which is approximately the same as the 
standard dose rate (0.06-0.08 μSv/h). After the lectures and practical course, students recognized the 
existence of invisible radioactive radiation and understood the differences between radiation levels in 
different environments. We concluded that the practical measurement of radiation levels in familiar settings 
is an effective means of educating students about radiation. 
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１．緒言 

1999 年（平成 11 年）９月 30 日の東海村のウラ

ン燃料工場施設で発生した臨界事故を受けて、同

年 12 月に文部省（現 文部科学省）は全国の国

立高等専門学校に対して原子力安全教育設備費

を配分し、学生の教育用にシンチレーションサー

ベイメータ等が各高専で整備された。当時の国立

高等専門学校教会（国専協）は、この経緯を踏ま

え、環境放射線測定実習を全国の高専に呼びかけ、

平成 13 年 7月と 11 月の２回、同時期に測定実習

を実施した。測定場所は学校内の測定器保管室内、

体育館、運動場、校門を必須とし、本校も含め全

国高専 54 校が参加して得られたデータ（窓口は

福井高専の前多信博先生）について、シンチレー

ションサーベイメータと GM サーベイメータの測

定装置の差による比較も含めて纏められ、高専教

育の幅を広げる観点と広範な層の技術者に対す

る基礎的な放射線教育の必要性の観点から意義
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環境放射線測定実習は 2001 年から 2008 年度に

かけて継続的に実施した。まず、八代高専生物工

学科５年次開講科目の「機器分析基礎」で、放射

線と環境について[3, 4]、環境中の放射能の調査

の事例について[5, 6]、放射能測定装置（GM およ

びシンチレーションサーベイメータ）の原理[7]

について講義を行った。 

深いものであったと報告された[1]。 

これより以前に、筆者らは定期的に大気浮遊じ

んの放射能（ガンマ線測定）を測定していた。1986

年 4 月 26 日に旧ソ連ウクライナ共和国のチェル

ノブイリ原子力発電所 4号炉において、炉心溶融

に至るまでの史上最大の原発事故が発生し、チェ

ルノブイリから 8,000 km 離れた日本にも放射性

物質が飛来し、5 月初旬の雨水から異常に高い放

射能が全国的に検出された。本校でもチェルノブ

イリ事故の直後から強化モニタリングを実施し

たところ、バックグランドよりも顕著に高い濃度

の放射性物質 131I を検出した[2]ことから、地域へ

も新聞報道で公表した。 

次に、学校敷地内の測定箇所およびシンチレー

ションサーベイメータ（ALOKA エネルギー補償型

γ線用 TCS-171、時定数は 30 秒に設定）の使用

法について説明し、晴天または曇天時を選んで各

地点１分間隔で６～10 回の測定を行った（図１）。

学生用測定シートは全国高専測定調査時[1]のも

のを使用した。終了後に測定後のデータ整理を行

い、実測値について検討した。測定箇所は、配置

図（図２）に示す A:第一体育館（中央付近）、B:

運動場（中央付近）、C:校門、D:温室内、E:裏門

近く、F:野球場（ライト側奥）、G:クラブ部室前、

H:排水処理施設上部、I:男子寮玄関ロビー、J:柔

道場玄関前、K:第二体育館（中央付近）とした。

 本報告は、講義科目（生物工学科５年 機器分

析基礎）へ環境放射線の測定実習を導入し、2001

年（平成 13 年）より毎年実施している八代高専

の敷地・施設内の測定データを報告するとともに、

その教育効果について報告する。 

 

２．実施方法 

 
 

         
 
図１ 学生による環境放射線測定（左：運動場 B、右：排水施設上部 H）2008 年 10 月 21 日実施 
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図２  八代工業高等専門学校の敷地・施設での測定箇所 

３．結果と考察 

図３に各測定箇所における 2001 年度～2008 年

度の年度ごとの測定値の平均(n=6-10)を示す。本

校の敷地・施設における環境放射線量（空間ガン

マ線量率）の８年間のバックグランド変動は 0.05

～0.09μSv/h であることがわかった。また、各測

定箇所の８年間の平均値(μSv/h)は 0.05(H)、

0.06(A, D, F, J, K)、0.07(B, C, E, G)、0.09(I)

であった。2006 年度には若干高めの値を示す地点

が複数認められた。 

人間が被ばくする自然放射線のうち、今回用い

いたサーベイメータでは検出されない、食物 0.24 
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図３ 八代工業高等専門学校の敷地・施設における環境放射能測定結果 
（2001 年度～2008 年度，測定場所：左側よりＡ－Ｋ） 
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mSv/y および大気ラドン 1.3 mSv/y を除いた、宇

宙線 0.38 mSv/y および大地 0.46 mSv/y に起因す

る年間放射線量の和 0.84mSv/y[4]を換算すると

0.09μ Sv/h であること、ならびに文献値

0.06-0.08μSv/h[8]を参考にすると、八代高専の

敷地・施設における測定値は通常の水準にあると

いえる。 

さらに、専攻科（生産情報工学、環境建設工学、

生物工学専攻）1 年の共通科目である「工業基礎

計測」では、放射線に関する「より定量的な基礎

実験」も実施しており、放射線物質に関する知識

をより深め、実践的な技術・技能を習得した人材

の育成へ繋がることが期待される。 
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